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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モデル事例「足早に出て行くＡさん」を読む

Ａさんは足早に事務所から出て行ってしまいました。
なぜAさんは、足早に事務所から出て行ってしまったのでしょう？色々な原因が推測されると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えば、

「仕事が多く、イライラしていたのかもしれません」　「事故に遭い、落ち込んでいたのかもしれません」
「必要な書類が提出されず、仕事ができないため怒っていたのかもしれません」
または「風邪を引いて、二日酔いで、気分がすぐれなかったのかもしれません」
「ずっと以前から低血圧で、朝方はめまいや吐き気があるほど、いつも体調がすぐれなかったのかもしれません」

行動の背景には何かしらの理由があるものです。しかしその理由は、簡単に推測できるものから、相手のことをより深く知らないと分からないものまで様々です。
特にAさんの場合、「低血圧」などは、普段からAさんと関わりがあり、「低血圧の症状」を理解していないと、なかなか推測することは難しいことです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、行動の背景を考える一つのモデルとして、「氷山モデル」というものがあります。
氷山モデルとは、障害がある人の課題となっている行動を氷山の一角として捉え、表面上見えている行動に注目するのではなく、その水面下の要因に着目して「行動の背景を捉え」、支援の方法に繋げていくものです。ちなみに今回の研修での「氷山モデル」の役割は、行動の背景を整理するためのツールとして使います。

氷山モデルについて少し説明をしたいと思います。
行動として見えている部分が、海面上に浮かんで見えている氷山部分で、実はその下にとても大きな氷山が隠れています。
この水面下の氷山部分が、行動の背景となっているところです。そこには、「本人の特性」と「環境・状況の影響」というものがあります。

この氷山モデルを使った行動の背景の考え方は、一般的に広く使われている考え方です。是非これを機会に覚えておいて下さい。

では次のスライドで、先程のAさんの事例を氷山モデルで整理してみましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
氷山の一番上部分が課題となっている行動になります。Aさんの事例では「足早に部屋を出て行く」となります。

次に、皆さんから見て水面下の右下部分は「環境・状況の影響」です。
仕事量が多い、事故に遭い車を修理に出した、必要な書類が無いため仕事が進まない、風邪を引いていた、二日酔いで不調だった。
こうしたことは、環境や状況の影響と考えることができます。

そしてもう一つ、低血圧により毎日のように朝方は体調がすぐれない、ふらつき や めまい、倦怠感があるといったことは、本人の特性と考えることができます。

一つの行動の背景には私たちの見えない部分に、こうした「環境・状況の影響」と「本人の特性」があり、それらが関連し、行動という形で表面に出てくるのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Aさんの事例では、「実は低血圧があり、そのため朝方は体調がすぐれないことがある」といったことが、行動の背景にありました。

ですが、Aさんが低血圧であることや、そのために、朝、特に起床後２時間程度は体調がすぐれないことは、分かるはずがありません。

こうした知らないことや、例えば見た目では分かりにくいこと、知識として知らないことについては、当然理解することは難しいです。

そのためにも、行動の背景を考える上で、　■対象者の病歴や診断名を把握する　■疾病や障害の特性を理解する（知る）
ということがとても大切になってきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本人の特性、私たちの仕事上では「障害特性」と言われることが多いかもしれません。

例えば自閉症の障害特性では、「対人関係形成の困難さ」や「言語発達の遅れや異なった意味理解」、「手順や方法に独特のこだわり」などがあります。
もう少し具体的な内容は、ヒントシートに書てありますので、そちらをご覧下さい。

また知的障害の障害特性には、記憶することや文字・形を見分けることが難しい、指先を使った細かな作業が苦手、感情のコントロールが苦手、自分に自信が持てない、といった特性があります。

ここまでは、行動の背景を捉える視点として「氷山モデル」というモデルがあること。
そして行動の背景には「環境・状況の影響」と「本人の特性／障害特性」があること。
最後に、その特性を理解しておくことが大切、ということをお話ししてきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習②の個人演習時に、人によっては参考にするかもしれない。ヒントシートが、“これ”という確認をしておく。

もし必要であれば
①、言葉を聞いて理解することが苦手
⑦、集団で一斉に行動することが苦手
⑨、抽象的、あいまいなことの理解苦手
⑪、特定の物事に強く固執
といったことが、自閉症の方には障害特性としてあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
知的障害の障害特性には、記憶することや文字・形を見分けることが難しい、指先を使った細かな作業が苦手、感情のコントロールが苦手、自分に自信が持てない、といった特性があります。

ここまでは、行動の背景を捉える視点として「氷山モデル」というモデルがあること。
そして行動の背景には「環境・状況の影響」と「本人の特性／障害特性」があること。
最後に、その特性を理解しておくことが大切、ということをお話ししてきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから演習に入りたいと思います。
演習①です。

ここでは事例対象者の「障害特性」について個人・グループで検討し、行動の背景を考えるポイントを学びます。

グループ演習では、「司会」を③、「記録」を⑤、「発表者」を④の人が行ってください。
エピソード「あれから、何かがおかしい」を読み、行動の背景にある障害特性を考えてみましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習①｢あれから何かがおかしい｣を読む。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Bさんの事例を「氷山モデル」を使って、行動の背景について考えてみましょう。

課題となっている行動は、「ご飯を残す。特に茶碗の左側のご飯を残す」「顔の左半分の髭が剃れていない」「移動中、度々左側の人や物にぶつかる」といった行動です。

課題となっている行動の背景、環境や状況の影響については、「食事は本人の正面に置いている」「湯飲みが左手側に置かれることが多い」「鏡を見ながら電気カミソリで髭を剃る」「廊下に、物が置いてある」「基本的には、食事や整容、移動は一人で行う」といったことがあげられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、Bさんの障害特性について考えてみましょう。

はじめに各自で、エピソード｢あれから何かがおかしい｣をもう一度よく読み、WS-1に障害特性を記入してください。時間は５分です。

次にグループ内で障害特性について話し合いを行います。
はじめに、個人が書いた障害特性を、各自グループ内で発表します。次にグループ内で障害特性をまとめてください。

では初めて下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習①のまとめです。

スライドの説明（読む）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
休憩の時間を設定します

演習②で使用する備品をとりに来てもらうよう、お知らせをします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習②です。

ここでは事例対象者の「障害特性」と｢環境要因｣について個人・グループで検討し、行動の背景を考えます。

グループ演習では、「司会」を⑥、「記録」を①、「発表者」を②の人が行ってください。
エピソード「ミサキさんの事例」を読み、行動の背景にある障害特性を考えてみましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習②｢ミサキさんの事例｣を読む
テキストp.186を開き、「不登校となったミサキさん」のページを確認
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ミサキさんの障害特性と環境要因について考えてみましょう。

はじめに各自で、テキストp.186の「不登校になったミサキさん」の事例をよく読み、WS-２に障害特性と環境要因を記入してください。
その際、ヒントシートから障害特性を考えて頂いて結構です。　WS-2への記入は10分間です。

次にグループ内で障害特性について話し合いを行います。
はじめに、個人が書いた障害特性と環境要因を、各自グループ内で発表します。
その次にグループ内で障害特性と環境要因をまとめます。

では初めて下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スライドを出し10分待つ

残り２分ほどになったら「あと２分です。」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グループでの演習を始めます。　演習の流れは・・・・・・・（1～4を説明）

それでははじめに５分間、WS-2の絵を模造紙に書き写してください。時間は５分間です。
一応机にインクが移らないように、下に敷くための紙も準備していますので、そちらをお使いください。
では、はじめてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


５分過ぎましたので、次に移ります。個人演習でWS-2に「障害特性」と「環境要因」を書いて頂きました。次は付箋に「障害特性」と「環境要因」を書き写してください。付箋１枚には、項目１つだけです。例えば「ことばを聞いて理解することが苦手」といった障害特性であれば、その障害特性を付箋１枚に書いてください。
時間は５分です。では、はじめてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習①と同様に、グループ内で「障害特性」と「環境要因」を発表してください。
「司会」は⑥番の人が行います。
発表の際、模造紙に書いた「障害特性」と「環境要因」の欄に、付箋を貼っていってください。時間は10分間です。では始めて下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
模造紙に書いた大きなWS-2を参考に、グループ内で議論し「障害特性」と「環境要因」をまとめてください。
司会は引き続き⑥番の人が行います。
「記録」の①番の人は、模造紙上の「障害特性」と「環境要因」に貼ってある付箋を整理してください。
そして、なぜそれを選んだのかを簡潔にまとめて下さい。後ほど「発表」を行う人が発表しやすいようにまとめてください。
時間は10分間です。では、はじめてください。


５分ほど経過してから
もし時間が余ったグループは、綺麗に氷山をペイントして下さい。次の予定は、前に出ての発表です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、３グループの方に、前に出てきて発表をしてもらいます。

１と２を説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後のまとめです。

この演習で皆さんにお伝えしたかったポイントは、５つです。

１つめは、「行動には何らかの理由がある」ということ。
２つめは、行動の考え方として「「氷山モデル」を活用した捉え方」
３つめは、「行動の背景には「障害特性」と「環境要因」があり、その２つが関連しあって、見える形で、行動という形で表れている」ということ。
４つめは、高次脳機能障害の半測空間無視の事例を演習①で行いました。「障害の種類により「障害特性」も様々」ということ。
そして５つめは、「「障害特性」と「環境要因」 を整理し、課題となっている要因を明らかにする事が、根拠に基づいた適切な支援の第１歩」になるということです。

以上で演習は終わります。　（お疲れ様でした。ありがとうございました。）
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